日本勤労者山岳連盟　遭難対策部・遭対基金管理委員会　御中

事 故 報 告 書 ※該当項目番号に○をつけ、詳細は記述（別紙可）して下さい。

所属地方連盟　　　　　　　勤労者山岳連盟　所属山岳会　　　　　　　　　　　　　　　　

記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　記入日（西暦）　　　　　年 　　月　 　日

	事故者氏名
	年齢　　　　　歳
	性別　　1.男　2.女

	職　　　業　　　　　1.事務職　2.技術職　3.農林漁業　4.自営業　5.主婦　6.学生　7.無職

　　　　　　　　　　8.その他（　　　　　　　　　　）

	事故発生日時（西暦）　　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分頃（24時間表記）

	　　発生場所　　　　都道府県名　　　　　山域　　　　　山名　　　　　ルート名

	　　現場の様子

　　（詳しく）

	　　時天候（複数可）1.晴　2.曇　3.小雨　4.大雨　5.みぞれ　6.雪　7.大雪　8.強風

	負傷等の程度　　　　1.軽微　2.軽傷　3.重傷　4.死亡

	　　　の部位

	　　　の症状

	事故発生時の行動　　1.登山道の歩行　2.岩登り　3.沢登り　4.アイスクライミング

　　　　　　　　　　5.山スキー･クロスカントリー　6.休憩　7.宿泊　8.その他　9.不明

	日常の体調　　　　　1.健康　2.持病あり（具体的な様子　　　　　　　　　　　　　　　）

	山行中の体調　　　　1.健康　2.不調（具体的な様子　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	事故前夜の睡眠時間　　　　　　　　時間位

	前夜の睡眠場所　　　1.夜行車中　2.山小屋　3.テント　4.ビバーク　5.自宅

	日常の勤務条件　　　1.昼間勤務　2.夜間勤務　3.シフト不規則勤務

	トレーニングの程度　1.日常的に実施（内容・回数は　　　　　　　　　　　）　2.しない

	登山経験
	（無雪期の経験年数と主コース）

ハイク

	
	縦走

	
	沢

	
	岩

	
	（積雪期の経験年数と主コース）

縦走（雪稜）

	
	岩・バリエーション

	
	山スキー

	持参装備

	持参食料

	救急薬品

	山行形態　1.一般登山･ハイキング　2.岩登り（ゲレンデを含む）　3.沢登り

　　　　　4.バリエーション　5.アイスクライミング　6.山スキー

　　　　　7.海外登山･トレッキング　8.その他（　　　　　　　　　　　　　　）9.不明

	パーティ人数　　　　　　　名（男　　　名、女　　　名）

	計画書提出先　　　　 1.所属山岳会　2.遭対基金加入会（会名：　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 3.地方連盟　4.入山口ポスト　5.地元警察　6.その他

	計画の所属会での検討 1.有　　2.無　　3.不明

	　　　通知　　　　　 1.家族　2.職場　3.その他（　　　　　　　　　　）　4.不明

	遭難保険　1.労山遭対基金（　　口）　2.岳連保険　3.民間　4.内部積立

　　　　　5.その他（　　　　　　）　6.未加入


	リーダーとの間柄　　1.同一山岳会会員　2.他山岳会会員　3.本人　4.不明　5.その他

	　　　　の決定時期　1.計画段階　2.入山後　3.入山後　4.不明

	　　　　の決定方法

	　　　　の年齢　　　　　　　　　歳

	リーダーの登山経験
	（無雪期の経験年数と主コース）

縦走

	
	沢

	
	岩

	
	（積雪期の経験年数と主コース）

縦走（雪稜）

	
	岩・バリエーション

	
	山スキー

	所属山岳会
	会員数　　　　　名

	
	山行傾向　1.オールラウンド　2.ハイキング　3.縦走　4.沢　5.岩　6.FC

	
	山行規定　1.有　　2.無

	
	救助訓練　1.実施（年　　　回位）　2.不実施

	事故原因・状況　　　1.転倒　2.転・滑落　3.落石　4.落雷　5.火傷　6.雪崩　7.凍死傷　

　　　　　　　　　　8.発病　9.害虫　10.その他　11.不明

	事故発生までの経過


	現場の見取り図

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故現場での行動、その後の対応について

	

	

	

	

	

	

	今後の対策と会の総括

	

	

	


